








要約 (1)保護者用マニュアル:外来で頻度の高い 6疾患のマニュアルを作成した。①夜尿、

チック、夜驚の 3種では、発症機序もほぼ解明され有効な薬剤もあるため具体的な回答が

可能で、家族がこのマニュアルを読むことで直接対応することができた。②過敏性腸症候

群では、症状が軽度で医療機関を受診するほどではないが多少心配がある保護者の不安を

取り除くために役立っていた。

③不登校と神経性食欲不振症では、発症機序も不明の部分が多く著効を示す薬剤もなく、

同じ現象でも個々の症例の発症の背景や家族状況に関連して可能な対応が異なるため、夜

尿やチックのように具体的対応の記載は困難であった。しかし受診時に疾患の基本的な知

識を紹介し、その後診療の中で症例に応じて追加説明を加えることで、治療の導入を円滑

に行うことができた。(2)養護教諭用マニュアル:心身症の一般的説明、早期発見のための

症状や行動、初期対応の要点、家族に対する説明、医療機関受診を勧める時期、不登校の

説明、怠学との比較、不登校の初期対応、登校刺激などの項目が含まれ、保健室頻回来室

者への具体的な対応を中心にまとめられている。これは養護教諭の対応の指針となり、ま

た養護教諭が担任教師に心身症について説明するために役立っていた。


